















撮影で使用される Imaging Plate(IP)の入出力特性，解像度，信号対雑音比の 3 要素による物理的評価を
行った．特に IP を用いたデジタル撮影法の画像解析に影響を与える因子について解明を行った． 
実験には，エックス線発生装置では Dentnavi を，画像検出系では IP-CS7600 スマートプレ－トを IP スキ
ャナーでは CS7600 CR システムを使用した．IP を焦点・被写体間距離 95 cm の位置に設置し, 
取り込みモードの仕様別に撮影し，実験を行った．その結果以下の結論を得た． 
1. 入出力特性は正比例の線形応答を示した． 
2. 10%MTF 値は High-Speed (HS)で 7～8 cycles/mm, High-Resolution (HR)で 7.5～9.6 cycles/mm, 
Super-High-Resolution (SHR)で 9～11 cycles/mm を示した. また 60 kV の HS および HR では位置依
存性が認めたが, 70 kV の HS および HR では位置依存性を認めなかった. SHR では管電圧の違いによ
る位置依存性を認めなかった. 最小分解能は HS で 11 cycles/mm, HR で 13 cycles/mm, SHR で 15 




照射線量約 170 µGy 以下では線量に対する変動は大きく，それ以上の線量の場合では 600 µGy で約 17 
dB で線量の増加により 19 dB までは安定した値であった． 
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